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終了時報告後の研究経過，他
　IVL 細胞株であるSMCH-12 の培養において，抗CD54
抗体，抗CD18 抗体添加によって，凝集塊形成が阻止
されたことより，CD54/CD18 を介した細胞接着が凝集
塊形成に必要であり，血管内増殖に関与する可能性が
示唆された．今後，マイクロRNAを用いてCD54，CD18
の発現を抑制する実験を予定している．またマーカー
となる蛍光蛋白を恒常的に発現するIVL細胞株を作成
するために，ゲノム医学研究センター，遺伝子治療部門，
三谷幸之介教授との共同研究を開始した．このマーカー
を発現する細胞株を用いて，IVLモデルマウスを作製し，
血管内増殖を阻害する薬剤の検定を試みる計画である．
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